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れを報告 し,読者諸兄の癖批判 と脚教示 を仰ぐ次第である｡
§2.格子気体に於 けるMI転移のモデ/レ化
格子気体模型が.現実の物質の性質 をどこまでよく表わすかは明らかではないが, p-
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温度 T(T>㌔ )の格子気体を考えるo 密度βが十分小さい時,格子の中で熱平衡分
布をしている原子は.系が均質である限 り小さなクラスターしか作 りえないo pが増すと
クラスターは成長 し,pが十分大きい時にはI fiJuid 全体につながったクラスターが生
じるO穫 って,あるQriticalな密度 poが存在 し･pく恥 の場合は,どのクラスターし.








1957年に･S.RBBroadbentetalb)によって導入された percolation とい う概
念は,それ以来色々な吻理現象 例えばランダム系の電気伝導 4), 二三三･金の磁Jに IJ.
題7),8)tiどに適用されている9)O
通常用いられるpercolationの問題では.クラスター (っなが り)を形成する "､粒
チ "栄)間の相関はないと考え. "粒子 "がある格子点を占める確率は,その格子点の周囲
の環境によらず一定であると仮定されるD CriticalpercolationdeflSityPoは,次
の様に定義される9)ox米 )




栄 ) つなが りを作る吻質を一般的に "痩子 "と呼ぶことにす ろ O
米米 ) この戒告では,謂ゆる siteprobleThに話を限るo
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によって, Poが定義されるo P(p) は percolationprobabilityと呼ばれるO
この βOの定義を "粒子 "間に引力が働く場合にも用いると'均質な熱平衡にある系に
おいて ∂βo/∂T>0 になることが言えるo実際'温度Tに於けるⅠ㌔ (〟,N)などを右












Lも数学的な "無限大 "を意味しないので,極限のとり方は注意する必要があり, (1)に
よるpoの定義をそのまま有限職安で粒子間に相互作用がある場合に拡張するのは正しく
ない｡ここでは,以下に述べる様な極限 (熱力学的極限 )のとり方を行い,新 らしく
percolationprobability.criticalpercolationdensityを定義するO
系の全格子点の薮を⊥vI,一つ の格子点に存在する平均の "政子 "敦 をp(0≦ p≦ 1)､
とするo
p忘 (p,Ⅹ) とは, "M 及びpで表わされる,温度T で熱平衡にある均質な系に於い
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て,任意の格子点が, 少 くとも,Mに対する比がⅩ以上の大きさをもつクラスター に属
する粒子で占められる確率'を表わす｡
F (p,Ⅹ)≡ lim P芸 (p,Ⅹ)MI-"
Ⅹ:fix
(4)




p ≧ 首T (p,Ⅹ) ≧ Ⅹ
が成立する｡
percolationprobability言T(p)は次の様に定義される○





criticalpercolation density PoTの定義 は,二通 ｡考えられるO
(i),p言 … sup ip,･=T(p)-o)
T _ . _つrT
(i) po =- Sup ip;P (P･x)- 0,given x>07
(7a)
(7b)




いて, "粒子 "間に相互作用があり, "粒子 'の分布がランダムではなく,或る温度で熱








































が一定で,密度に対応する磁化は一定ではなく,従 って "大きなカノニカル集団 "を用い
る事になるo 格子気体に対応する吻理量を求める為に,ここでは Ising系で得 られた量
f(H,T)をβ の関数 としてプロットし,そのグラフィカルな平均を< f(〟,T)> とみ
なす事にする｡ (以下の図参照 )_
criticalpercolationdensi.tyPoT の決定Fi,実際に §3の定義に従って行 う事は計
算時周の制約から不可能なので,次の様な近似的方法,及びP.Dean12)の方法を用いて行
なう｡











lim L:(p) - i (p) (8)
M -cc
という等式が成立すると考えられるO これにより, §3の定義に従ってp言が求められる
















巣よりpoTを求めることができるO今迄に行った計算は,二次元正方格子で M - loo
100(PBC)栄),T/Tc- 100,及びM - 50×50(NPBC)栄),T/Tc-
･00,1･2であるO 図 4にT/Tc- 100の L芸(p),図5にT/T｡- 1･2のL芸(p)
を示すO 又図 6,7に払 〟2#(P)の T/Tc- 100(M- 100×100(PBC)),
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び (3) 式の癌果と一撃 してい
る｡従 って §2のモデルの成立
× 久 P実1線ゝ1- - > ＼ロEC/
04 O5 06 0 7 08
図 5 一':∴ ∴ :二 ∴ -∵ ∴ .. ..
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図 8 二次元正方格子の格子気体 とMI転移
共存塀はC.M.Yangの厳密解 である｡
破線は,MI転移線の傾向のみを示す
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